（様式１）

平成３１年度（２０１９年度）「長崎県教育委員会服務規律強化月間」実施結果報告書

	所 属 名
	佐世保市立木風小学校
	作成者
	職名
	教頭

	電話番号
	（０９５６）３１―５９８４　　　　　
	
	氏名
	河内　聡

	１　年間の実施内容（取組状況・実績等）

	４月
	実施テーマ
	飲酒運転の根絶、体罰撲滅、情報セキュリティ対策の徹底

	○　校長による学校経営方針や職員会議での服務規律の厳正について議題を取り上げ
全職員へ周知徹底を図った。

○  体罰については、前年度のアンケート結果や事例等で、体罰と懲戒の区分をしっかり認識させた。目標管理シートにも、「体罰」についての目標を明記させた。

	取組状況チェックリスト

□　不祥事根絶に向けて職員の意識が維持・継続される心に届くような取組だったか。
□　職場の連帯強化と働きやすい職場環境づくりに繋がるような取組だったか。
取組の評価・改善点

○　年々、職員自身の規範意識が高まり、目標管理シートにも自覚ある記述と実践がなされている｡
○　飲酒運転の根絶については、飲酒の機会が多い今月に教職員としての自覚ある態度を促し、疑わしい行為は見られなかった｡

○　情報セキュリティについては、個人情報を紛失しない指導を行った。また、１年生児童を含めて全児童を対象に、顔や名前の情報公開の意向のアンケートをとり、通信やホームページ更新の際にも個人情報の管理に気をつけさせた｡

	７月
	実施テーマ
	飲酒運転の根絶、セクハラ・わいせつ行為の防止、公金等の不正処理の防止

	○　「飲酒運転の根絶」については、夏季休業中を含めて飲酒の機会が長期化することから、いかなる時も公務員としての自覚を持って行動するように働きかけた。

○　わいせつ行為防止のためにできるだけ２名以上で児童に対応するよう働きかけた｡また、不祥事の事例をもとに、どんな配慮が必要か考える機会を設けた｡
○「公金等の不正処理の防止」については、会計等の監査に多くの目で監査をした。

	取組状況チェックリスト

□　不祥事根絶に向けて職員の意識が維持・継続される心に届くような取組だったか。

□　職場の連帯強化と働きやすい職場環境づくりに繋がるような取組だったか。

取組の評価・改善点

○　学級会計や給食会計等を全職員で考査をすることによって、会計の透明性を確保する

習慣が定着してきた。

·  事例を挙げたことによって、職員は自分に起こり得る可能性を実感し、服務規律を遵

守しようとする意識が強くなった。 
○　職員会議や連絡会等で服務規律の通知や事例の話は適宜行ってきた｡そのため、職員の意識は高まっている。また、隣接学年を中心に互いに声かけを行うなどチームワークもとれるようになってきた。今後も意識の共有化を図るために取組を工夫したい。

	１２月
	実施テーマ
	飲酒運転の根絶、体罰撲滅、情報セキュリティ対策の徹底

	〇  １０月１１日に県教育長の不祥事防止のための緊急メッセージが出された意義をおろそかにせず、平素から意識させて服務規律への意識を高めていった。
○  特に飲酒の機会が多い１２月は、校長、教頭それぞれが職員会議や連絡会で飲酒・酒気帯び運転防止を呼びかけた｡
〇  「わいせつ行為等防止のための自己分析チェックシート」について研修会を設定し、各職員が自己分析を行い、自身の状況を把握するとともに防止に対する意識が高まった｡


	取組状況チェックリスト

□　不祥事根絶に向けて職員の意識が維持・継続される心に届くような取組だったか。

□　職場の連帯強化と働きやすい職場環境づくりに繋がるような取組だったか。

取組の評価・改善点

○　不祥事については日頃から話題として指導してきたが、緊急メッセージが出されたことにより、より危機意識を全員が持つよう働きかけ、意識も高まったと思う｡

○　飲酒の機会が多かったと思われるが、酒気帯び運転を含めて疑わしい運転をする者はいなかった｡
○　わいせつ行為等防止のための自己分析シートは、客観的に自己の状況を把握する上で有効な手立てである。もっと早く実施すべきであった。


	２　服務規律委員会

	委員会名
	木風小服務規律委員会

	構 成 員
	所属内委員（１４名　構成員：校長・教頭・教務主任・各学年主任）
外部委員  （　４名　役職等：学校評議員）

	活動内容

(主なもの)
	○ コンプライアンス（法令等遵守）の確立に向けた職員の研修の立案を
行い、検討する。

○ 学校支援会議において服務規律強化月間に行った内容の一例を紹介する。

	
	活動内容の評価・改善点

〇　服務規律強化月間にそなえて、テーマに応じた内容を検討することができたが、なかなか委員会の時間がとれず、紹介で終わることが多かった。

〇  事例を挙げたり、セルフチェックを行ったり、服務規律を意識させること

は有効な手立てなのだが、取組が形骸化している面も感じている。更に新たな取組のアイディアを委員会で検討していきたい。　

	３　年間を通しての計画の達成状況

	年間を通しての取組状況チェックリスト

□　不祥事根絶に向けた職員の意識が維持・継続されるような心に届く取組ができたか。
□　職場の連帯強化と働きやすい職場環境づくりに繋がるような取組ができたか。
□　自己分析チェックシートは正直に回答できる環境下で実施されたか。
年間を通しての取組の評価・改善点

【評　価】

〇  服務規律強化月間にそなえて、テーマに応じたタイムリーな内容を検討してきた。しかし、計画的な取組という点で不十分であった。

〇  職員の服務規律についての意識はある。しかしながら、どこかで「自分は起こさない」と安心しきっている現状も感じられる。日頃から情報提供や話題にして、危機意識を持続できるよう働きかけたい。　

【改善点】　

·  事例研修の機会を増やして、日常から職員の不祥事に対する意識を持たせると共にい
ざという場面で正しい判断や行動がとれるよう備えておく。　
●　不祥事に関する研修の幅を広げるため、夏季休業中に新たな研修の機会を設定したい。

	■　管理職員による職員に対する指導状況

　　　（不祥事発生に伴う「綱紀の保持」の通知があった場合に全所属が記入します。）

	①指導年月日：平成３１年４月１日（通知日：平成３１年３月２７日）
　指導の内容（具体的な指導内容を箇条書きで記載してください。）
　・勤務時間の内外を問わず、教職員としての身分を保有しており県民の信頼を裏切るような行為をしないこと。
　・体罰はいかなる場合も許されないこと。
　・目標管理シートの有効活用で体罰によらない指導への決意を持つこと。
②指導年月日：平成３１年４月２５日（通知日：平成３１年４月２２日）

　指導の内容（具体的な指導内容を箇条書きで記載してください。）
　・法令を遵守すること。
・飲酒運転を防止すること。
　・体罰やハラスメントの禁止すること。
③指導年月日：令和元年８月９日（通知日：令和元年７月２２日）

　指導の内容（具体的な指導内容を箇条書きで記載してください。）
　・県立高教師が県迷惑行為等防止条例違反で逮捕された事例
　・信頼回復に向けて厳正なる服務規律を確保すること。
④指導年月日：令和元年９月１９日（通知日：令和元年９月９日）

　指導の内容（具体的な指導内容を箇条書きで記載してください。）
　・事務職員がわいせつ動画を不正に投稿し、逮捕された事案。
　・不祥事については今後も厳正な処分が課されること。
⑤指導年月日：令和元年１０月１１日（通知日：令和元年１０月１１日）

　指導の内容（具体的な指導内容を箇条書きで記載してください。）
　・県教育長の緊急メッセージについて
・小学校教諭及び高等学校教諭の懲戒処分が課された事例。
　・他人事ではなく危機意識を持つこと。
　・不祥事は、自分だけでなく家族も不幸に陥らせること。

　・わいせつ行為等防止のための自己分析チェックシートを速やかに実施すること。


	
	資料添付
	有   ・    eq \o\ac(○,無)


※様式枠の大きさは適宜変更してください。

※各所属で作成された資料等があれば、今後の取組の参考とするため、積極的に添付してください。また、添付資料を含め電子メールで送信されても結構です。

